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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】複数の半導体発光素子の間に発熱量差が生じた

場合でも、明るさに著しい変化がないように温度を一定

に制御可能な投射型表示装置を提供すること。

【解決手段】固体光源を有する複数の光源１１ａ、１１

ｂ、１１ｃ、１１ｄと、複数の光源から受熱する受熱手

段と、受熱手段を冷却する冷却手段１３ｉ、１３ｏと、

複数の光源のうち第１の光源１１ａの温度を検出する第

１の検出手段Ｓａと、複数の光源のうち第２の光源１１

ｄの温度を検出する第２の検出手段Ｓｂと、第１の検出

手段Ｓａおよび第２の検出手段Ｓｂの検出結果に基づい

て冷却手段１３ｉ、１３ｏを制御する制御手段５と、を

有し、制御手段５は、第１の検出手段Ｓａの検出結果が

使用不可能であると判定した場合、第２の検出手段Ｓｂ

の検出結果に対して所定値だけオフセットした値に基づ

いて冷却手段１３ｉ、１３ｏを制御する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 固 体 光 源 を 有 す る 複 数 の 光 源 と 、

　 前 記 複 数 の 光 源 か ら 受 熱 す る 受 熱 手 段 と 、

　 前 記 受 熱 手 段 を 冷 却 す る 冷 却 手 段 と 、

　 前 記 複 数 の 光 源 の う ち 第 １ の 光 源 の 温 度 を 検 出 す る 第 １ の 検 出 手 段 と 、

　 前 記 複 数 の 光 源 の う ち 第 ２ の 光 源 の 温 度 を 検 出 す る 第 ２ の 検 出 手 段 と 、

　 前 記 第 １ の 検 出 手 段 お よ び 第 ２ の 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 前 記 冷 却 手 段 を 制 御 す

る 制 御 手 段 と 、 を 有 し 、

　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 第 １ の 検 出 手 段 の 検 出 結 果 が 使 用 不 可 能 で あ る と 判 定 し た 場 合 、

前 記 第 ２ の 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 対 し て 所 定 値 だ け オ フ セ ッ ト し た 値 に 基 づ い て 前 記 冷 却

手 段 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 投 射 型 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 第 １ の 検 出 手 段 お よ び 前 記 第 ２ の 検 出 手 段 の 検 出 結 果 が 使 用 可 能

で あ る と 判 定 し た 場 合 、 前 記 第 １ の 検 出 手 段 お よ び 第 ２ の 検 出 手 段 の 検 出 結 果 の 平 均 値 に

基 づ い て 前 記 冷 却 手 段 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 投 射 型 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 複 数 の 光 源 に 対 し て 電 力 を 供 給 す る 電 力 供 給 手 段 を 更 に 有 し 、

　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 電 力 供 給 手 段 が 前 記 第 １ の 光 源 に 対 す る 電 力 の 供 給 を 制 限 し て い

る 場 合 、 前 記 第 １ の 検 出 手 段 の 検 出 結 果 が 使 用 不 可 能 で あ る と 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 投 射 型 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 複 数 の 光 源 の う ち 故 障 し て い る 光 源 を 特 定 可 能 な 故 障 検 出 手 段 を 更 に 有 し 、

　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 故 障 検 出 手 段 が 前 記 第 １ の 光 源 が 故 障 し て い る と 特 定 し た 場 合 、

前 記 第 １ の 検 出 手 段 の 検 出 結 果 が 使 用 不 可 能 で あ る と 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 投 射 型 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 受 熱 手 段 は 、 前 記 複 数 の 光 源 の 熱 を 放 熱 す る 放 熱 器 で あ り 、

　 前 記 冷 却 手 段 は 、 フ ァ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載

の 投 射 型 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 受 熱 手 段 は 、 前 記 複 数 の 光 源 の 熱 を 液 体 に 伝 熱 す る 構 造 を 有 し 、

　 前 記 冷 却 手 段 は 、 液 冷 循 環 シ ス テ ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か

１ 項 に 記 載 の 投 射 型 表 示 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 レ ー ザ ー ダ イ オ ー ド 等 の 半 導 体 発 光 素 子 を 用 い た 光 源 の 温 度 制 御 を 実 行 す る

投 射 型 表 示 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 、 投 射 型 表 示 装 置 の 光 源 と し て 、 耐 久 性 お よ び 輝 度 が 高 く 、 明 る さ を 多 段 階 調 整 可

能 な レ ー ザ ー ダ イ オ ー ド 等 の 半 導 体 発 光 素 子 （ 固 体 光 源 ） を 複 数 用 い た 光 源 が 注 目 さ れ て

い る 。 半 導 体 発 光 素 子 で は 温 度 に よ っ て 発 光 効 率 や 順 方 向 電 流 特 性 が 変 化 し て し ま う た め

、 投 射 画 像 の 明 る さ や 白 バ ラ ン ス も 変 化 し て し ま う 。 特 許 文 献 １ で は 、 光 源 の 温 度 を 測 定

す る セ ン サ を 備 え 、 光 源 の 温 度 が 一 定 に な る よ う に 制 御 す る 画 像 表 示 装 置 を 開 示 し て い る

。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － １ ８ ６ ０ ６ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ で は 、 複 数 の 半 導 体 発 光 素 子 を 配 置 す る 構 成 に つ い て 言 及 し

て い な い 。 こ の 場 合 、 複 数 の 半 導 体 発 光 素 子 ご と に 温 度 セ ン サ を 設 け て も よ い が 、 構 成 が

煩 雑 に な る だ け で な く 、 製 品 コ ス ト が 増 大 し て し ま う 。 ま た 、 特 許 文 献 １ で は 、 複 数 の 半

導 体 発 光 素 子 の う ち 一 部 が 出 力 を 下 げ て 使 用 さ れ る 場 合 や 故 障 し た 場 合 な ど 、 複 数 の 半 導

体 発 光 素 子 の 間 で 発 熱 量 に 不 均 衡 が 生 じ る 場 合 の 制 御 に つ い て も 言 及 し て い な い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 さ ら に 、 半 導 体 発 光 素 子 が 冷 却 方 向 に 沿 っ て 配 列 さ れ て い る 場 合 、 上 手 と 下 手 で 冷 却 効

率 が 異 な る た め 、 温 度 不 均 衡 が 生 じ て し ま う 。 こ こ で 、 温 度 不 均 衡 自 体 は 問 題 で な く 、 使

用 中 に 初 期 状 態 か ら 温 度 が 変 化 す る こ と で 光 量 が 変 化 し て し ま う こ と が 問 題 で あ る 。 こ の

よ う な 構 成 で は 、 特 に 温 度 セ ン サ が 配 置 さ れ て い な い 半 導 体 発 光 素 子 の 目 標 温 度 を ど の よ

う に 算 出 す る か が 課 題 に な る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 複 数 の 半 導 体 発 光 素 子 の 間 で 発 熱 量 差 が 生 じ た 場 合 で も 、 明 る さ に 著 し い 変

化 が な い よ う に 温 度 を 一 定 に 制 御 可 能 な 投 射 型 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 一 側 面 と し て の 投 射 型 表 示 装 置 は 、 固 体 光 源 を 有 す る 複 数 の 光 源 と 、 前 記 複 数

の 光 源 か ら 受 熱 す る 受 熱 手 段 と 、 前 記 受 熱 手 段 を 冷 却 す る 冷 却 手 段 と 、 前 記 複 数 の 光 源 の

う ち 第 １ の 光 源 の 温 度 を 検 出 す る 第 １ の 検 出 手 段 と 、 前 記 複 数 の 光 源 の う ち 第 ２ の 光 源 の

温 度 を 検 出 す る 第 ２ の 検 出 手 段 と 、 前 記 第 １ の 検 出 手 段 お よ び 第 ２ の 検 出 手 段 の 検 出 結 果

に 基 づ い て 前 記 冷 却 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 を 有 し 、 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 第 １ の 検

出 手 段 の 検 出 結 果 が 使 用 不 可 能 で あ る と 判 定 し た 場 合 、 前 記 第 ２ の 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に

対 し て 所 定 値 だ け オ フ セ ッ ト し た 値 に 基 づ い て 前 記 冷 却 手 段 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る

。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 半 導 体 発 光 素 子 の 間 に 発 熱 量 差 が 生 じ た 場 合 で も 、 明 る さ に 著

し い 変 化 が な い よ う に 温 度 を 一 定 に 制 御 可 能 な 投 射 型 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 投 射 型 表 示 装 置 の 全 体 構 成 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 光 源 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 制 御 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 光 源 制 御 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 各 図 に お い て 、

同 一 の 部 材 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 投 射 型 表 示 装 置 １ ０ ０ の 全 体 構 成 図 で あ る 。 投 射 型 表

示 装 置 １ ０ ０ は 、 光 源 装 置 １ 、 光 源 装 置 １ か ら の 光 に 対 し て 画 像 情 報 を 付 加 す る 照 明 ／ 色

分 離 合 成 光 学 系 ２ 、 外 部 ス ク リ ー ン に 投 射 す る 投 射 レ ン ズ ３ 、 光 源 装 置 １ を 制 御 す る 回 路

基 板 （ 不 図 示 ） 、 お よ び こ れ ら の 部 材 を 包 含 す る 外 装 ケ ー ス ４ を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 ２ は 、 光 源 装 置 １ の 概 略 構 成 図 で あ る 。 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ は そ れ ぞ れ 、 複 数 の 半 導

体 発 光 素 子 （ 固 体 光 源 ） を 有 す る 。 放 熱 器 （ 受 熱 器 ） １ ２ は 、 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ か ら 受
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熱 し 、 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ の 熱 を 伝 熱 す る 。 フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ は 、 図 の 矢 印 方 向 へ 冷

却 風 を 送 風 し 、 放 熱 器 １ ２ を 冷 却 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 光 源 の 数 は ４ つ で あ る が

、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ は 、 １ つ の 放 熱 器 １ ２ に 熱 的 に 接 続 さ れ て い る た め 、 互 い に 独 立 し

て 冷 却 さ れ て お ら ず 、 互 い が 熱 的 に 影 響 を 及 ぼ し な が ら 配 置 さ れ て い る 。 図 ２ の 構 成 で は

、 フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ に よ り 、 風 上 に 配 置 さ れ て い る 光 源 １ １ ａ は 冷 却 さ れ や す く 、 風

下 に 配 置 さ れ て い る 光 源 １ １ ｄ は 冷 却 さ れ に く い 。 そ の た め 、 光 源 １ １ ｄ の 温 度 は 、 光 源

１ １ ａ の 温 度 よ り 高 く な り や す い 。 図 ２ の 構 成 で は 、 初 期 状 態 に お い て 、 光 源 １ １ ａ と 光

源 １ １ ｄ と の 温 度 差 は Δ Ｔ と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 な お 、 装 置 を 使 用 し て い る 時 間 や 環 境 に よ っ て 光 量 や 色 味 が 変 化 す る こ と が 課 題 で あ っ

て 、 光 源 １ １ ａ ～ 光 源 １ １ ｄ の 間 の 温 度 差 が 課 題 に な っ て い る わ け で は な い 。 し た が っ て

、 ユ ー ザ ー の 使 用 状 況 に 対 応 し て 、 初 期 状 態 の 温 度 を 維 持 す る こ と が 必 要 で あ る 。 そ こ で

、 本 実 施 形 態 で は 、 光 源 １ １ ａ お よ び 光 源 １ １ ｄ に 温 度 セ ン サ を 取 り 付 け 、 温 度 セ ン サ の

検 出 値 が 一 定 に な る よ う に フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ が 制 御 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ３ は 、 制 御 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 制 御 回 路 ５ は 、 電 力 制 御 回 路 (電 力 供 給 手

段 )５ １ 、 故 障 検 出 回 路 （ 故 障 検 出 手 段 ） ５ ２ お よ び 演 算 回 路 （ 制 御 手 段 ） ５ ３ を 有 す る

。 電 力 制 御 回 路 ５ １ は 、 ユ ー ザ ー に よ り 電 源 が Ｏ Ｎ さ れ る と 、 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ に 対 し

て 電 力 を 供 給 す る と と も に 、 フ ァ ン 制 御 部 ６ に 対 し て フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ を 駆 動 す る た

め の 電 力 も 供 給 す る 。 故 障 検 出 回 路 ５ ２ は 、 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ５ ２ ３ ５ ５ 号 公 報 に 開 示 さ

れ て い る よ う に 、 光 源 を 短 絡 さ せ る 短 絡 手 段 を 有 し 、 複 数 の 半 導 体 発 光 素 子 を 備 え る 光 源

１ １ ａ ～ １ １ ｄ の 状 態 を 検 出 す る こ と で 、 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ の う ち 故 障 し た 光 源 を 特 定

可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 サ ー ミ ス タ （ 第 １ の 検 出 手 段 ） Ｓ ａ は 、 光 源 １ １ ａ の 温 度 を 検 出 す る 。 サ ー ミ ス タ （ 第

２ の 検 出 手 段 ） Ｓ ｄ は 、 光 源 １ １ ｄ の 温 度 を 検 出 す る 。 演 算 回 路 ５ ３ は 、 サ ー ミ ス タ Ｓ ａ

、 Ｓ ｂ の 検 出 結 果 に 基 づ い て フ ァ ン 制 御 部 ６ を 介 し て フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ を 制 御 す る こ

と で 、 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ の 温 度 を 制 御 す る 。 フ ァ ン 制 御 部 ６ は 、 演 算 回 路 ５ ３ か ら 出 力

さ れ た 制 御 信 号 に 基 づ い て フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ を 駆 動 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 サ

ー ミ ス タ Ｓ ａ 、 Ｓ ｄ は 直 列 に 配 置 さ れ た 複 数 の 光 源 の う ち 両 側 の 光 源 で あ る 光 源 １ １ ａ 、

１ １ ｄ に 設 け ら れ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 光 源 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ

の よ う に 左 右 対 称 に 配 置 さ れ た 光 源 に 設 け ら れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 図 ４ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の 光 源 制 御 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 光 源 制

御 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 故 障 検 出 回 路 ５ ２ は 、 光 源 １ １ ａ が 故 障 し て い る か ど う か を 判 定 す

る 。 光 源 １ １ ａ が 故 障 し て い な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 進 み 、 故 障 し て い る 場 合 、 ス テ ッ

プ Ｓ ４ に 進 む 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 故 障 検 出 回 路 ５ ２ は 、 光 源 １ １ ｄ が 故 障 し て い る か ど う か を 判 定 す

る 。 光 源 １ １ ｄ が 故 障 し て い な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 み 、 故 障 し て い る 場 合 、 ス テ ッ

プ Ｓ ５ に 進 む 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 演 算 回 路 ５ ３ は 、 サ ー ミ ス タ Ｓ ａ の 検 出 値 Ｔ ａ お よ び サ ー ミ ス タ Ｓ

ｄ の 検 出 値 Ｔ ｄ の 平 均 値 （ Ｔ ａ ＋ Ｔ ｄ ／ ２ ） を 評 価 値 （ 現 状 温 度 ） Ｈ と し て 設 定 す る 。 な

お 、 本 ス テ ッ プ の 処 理 は 、 光 源 １ １ ａ 、 １ １ ｄ が い ず れ も 故 障 し て い な い 場 合 、 す な わ ち

サ ー ミ ス タ Ｓ ａ の 検 出 値 Ｔ ａ お よ び サ ー ミ ス タ Ｓ ｄ の 検 出 値 Ｔ ｄ の 検 出 結 果 が 使 用 可 能 で
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あ る 場 合 に 実 行 さ れ る 。 光 源 １ １ ａ 、 １ １ ｄ が い ず れ も 故 障 し て い な い 場 合 に は 、 光 源 １

１ ａ ～ １ １ ｄ が 全 て 正 常 で あ る 場 合 だ け で な く 、 光 源 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ の 少 な く と も 一 方 が

故 障 し て い る 場 合 も 含 ま れ る 。 こ れ は 、 光 源 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ の 少 な く と も 一 方 が 故 障 し て

い る 場 合 で あ っ て も 光 源 １ １ ａ 、 １ １ ｂ は と も に 正 常 に 駆 動 し て い る の で 、 評 価 値 Ｈ を サ

ー ミ ス タ Ｓ ａ の 検 出 値 Ｔ ａ お よ び サ ー ミ ス タ Ｓ ｄ の 検 出 値 Ｔ ｄ の 平 均 値 と し て も 問 題 な い

か ら で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 演 算 回 路 ５ ３ は 、 光 源 １ １ ａ が 正 常 に 駆 動 し て お ら ず 、 サ ー ミ ス タ

Ｓ ａ の 検 出 値 Ｔ ａ が 使 用 不 可 能 で あ る た め 、 サ ー ミ ス タ Ｓ ｄ の 検 出 値 Ｔ ｄ に 対 し て 所 定 値

α だ け オ フ セ ッ ト し た 値 （ Ｔ ｄ － α ） を 評 価 値 Ｈ と し て 設 定 す る 。 な お 、 本 実 施 例 で は 、

所 定 値 α の 一 例 と し て 、 初 期 状 態 に お け る 光 源 １ １ ａ と 光 源 １ １ ｄ と の 温 度 差 Δ Ｔ の 半 値

（ Δ Ｔ ／ ２ ） を 使 用 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 演 算 回 路 ５ ３ は 、 光 源 １ １ ｄ が 正 常 に 駆 動 し て お ら ず 、 サ ー ミ ス タ

Ｓ ｄ の 検 出 値 Ｔ ｄ が 使 用 不 可 能 で あ る た め 、 サ ー ミ ス タ Ｓ ａ の 検 出 値 Ｔ ａ に 対 し て 所 定 値

α だ け オ フ セ ッ ト し た 値 （ Ｔ ａ ＋ α ） を 評 価 値 Ｈ と し て 設 定 す る 。 な お 、 本 実 施 例 で は 、

所 定 値 α の 一 例 と し て 、 初 期 状 態 に お け る 光 源 １ １ ａ と 光 源 １ １ ｄ と の 温 度 差 Δ Ｔ の 半 値

（ Δ Ｔ ／ ２ ） を 使 用 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 演 算 回 路 ５ ３ は 、 評 価 値 （ 現 状 温 度 ） Ｈ が 初 期 に 設 定 さ れ て い る 目

標 値 （ 目 標 温 度 ） Ｍ と 一 致 し て い る か ど う か を 判 定 す る 。 評 価 値 Ｈ が 目 標 値 Ｍ と 一 致 し て

い る 場 合 、 フ ロ ー を 終 了 し 、 一 致 し て い な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に 進 む 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 演 算 回 路 ５ ３ は 、 評 価 値 Ｈ が 目 標 値 Ｍ よ り 大 き い か ど う か を 判 定 す

る 。 評 価 値 Ｈ が 目 標 値 Ｍ よ り 大 き い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 進 み 、 小 さ い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ

９ に 進 む 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ８ で は 、 演 算 回 路 ５ ３ は 、 フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ の 冷 却 能 力 を 増 強 し 、 評 価

値 Ｈ を 目 標 値 Ｍ に 近 づ け る た め 、 フ ァ ン 制 御 部 ６ に 対 し て フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ の 回 転 数

の 増 加 を 指 示 す る 制 御 信 号 を 出 力 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 演 算 回 路 ５ ３ は 、 フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ の 冷 却 能 力 を 緩 和 し 、 評 価

値 Ｈ を 目 標 値 Ｍ に 近 づ け る た め 、 フ ァ ン 制 御 部 ６ に 対 し て フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ の 回 転 数

の 減 少 を 指 示 す る 制 御 信 号 を 出 力 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 全 て の 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ に サ ー ミ ス タ を 配 置

す る こ と な く 、 複 数 の 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ の 間 に 発 熱 量 の 不 均 衡 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も

、 ２ つ の サ ー ミ ス タ よ り 光 源 全 体 を 代 表 す る 現 状 温 度 を 適 切 に 評 価 可 能 で あ る 。 そ の た め

、 光 源 の 温 度 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る た め 、 光 量 変 化 お よ び 色 変 化 の 少 な い 投 射 型 表 示

装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ の い ず れ か が 故 障 し た 場 合 に つ い て 説 明 し

た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 電 力 制 御 回 路 ５ １ が 意 図 的 に 一 部 の 光 源 の

出 力 を 下 げ る た め に 電 力 の 供 給 を 制 限 す る 場 合 に つ い て も 本 発 明 は 適 用 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 放 熱 器 １ ２ を フ ァ ン １ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ で 冷 却 す る が 、 本 発 明 は こ

れ に 限 定 さ れ な い 。 液 冷 の 冷 媒 導 入 方 向 に よ り 上 手 と 下 手 で 温 度 勾 配 が で き る 構 成 （ 液 冷

循 環 シ ス テ ム ） に つ い て も 本 発 明 は 適 用 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 受 熱 手 段 と し て 、 放 熱 器

１ ２ の 代 わ り に 光 源 １ １ ａ ～ １ １ ｄ か ら 受 熱 し 、 液 体 に 伝 熱 す る 構 造 を 有 す る 部 材 を 使 用

す れ ば よ い 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態 に 限

定 さ れ ず 、 そ の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 及 び 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

１ １ ａ 　 　 　 　 　 光 源 （ 第 １ の 光 源 ）

１ １ ｂ 、 １ １ ｃ 　 光 源

１ １ ｄ 　 　 　 　 　 光 源 （ 第 ２ の 光 源 ）

１ ２ 　 　 　 　 　 　 放 熱 器 （ 受 熱 手 段 ）

１ ３ ｉ 、 １ ３ ｏ 　 フ ァ ン （ 冷 却 手 段 ）

５ ３ 　 　 　 　 　 　 演 算 回 路 （ 制 御 手 段 ）

１ ０ ０ 　 　 　 　 　 投 射 型 表 示 装 置

Ｓ ａ 　 　 　 　 　 　 サ ー ミ ス タ （ 第 １ の 検 出 手 段 ）

Ｓ ｄ 　 　 　 　 　 　 サ ー ミ ス タ （ 第 ２ の 検 出 手 段 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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